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ボランティア.NPO活動センターには、前項の学生と地域をつなぐ取り組みの他にもさまざまな

地域団体や行政などから事業への協力依頼があります。センター内でどのように関わっていくのかを

検討し、多くの場合、学生スタッフやコーディネーターが協働でそれらの依頼に対応しています。

企画名 タイ トル スタディツアー合同説明会

報告者名 竹村 光世 (深草キャンパス コーディネーター)

IJ H寺
夏季ツアー説明会 :2011:(1:: 6月4日(土)131時30分-17時00分
冬季・ 春季ツアー説明会 :2011:(1::11月9日(水)16時30分-20時30分

場 所;
夏季ツアー説明会 :キャンパスプラザ京都(2Fホール)
冬季・春季ツアー説明会 :キャンパスプラザ京都(2F第1会議室)

尖施主体 (共催)
特定非営利活動法人 |則i!!iNGO協議会/株式会社 マイチケ ット
ボランティア .NPO活動センター

参加人数 夏季約70人/冬季 ・蒋季約60人

国経科.・目的

センターには年度初めから「海外でのボラン

ティアに|剥心カfあるJI長JUH木暇中にスタデイ
ツアーに参加してみたいJIどんなスタデイツ
アーがあるのか知りたい」という学生が多く来

室 します。

そこで、センタ ーの提携団体である (特活)

関西NGO協議会と、海外体験学習プログラム

(P.64参H日)でも各種手配に携わっている(附マ

イチケッ トとの共催で、 スタデイツアーを企聞

している NGO団体を集めて合同説明会を開催

しました。

園概 要

[}:i季ツアー説明会]・14:00-15:00 第1部
「参加者が訴るスタデイツアーの魅力・体験談」

藤博良介さん(龍谷大学経済学部4年次生)

2010年にカンボ ジア王国へのスタデイツ

アーに参加した藤津さんに、参加者の視点から

スタデイツアーの魅力を話していただきました。

.15: 00-17: 00 第2部

INGOに直接きいてみよう-

スタデイツアーのこ と」

参加NGO団体(別表)が会場内にブースを

設け、ブースごとに各団体それぞれの企闘する

スタデイツアーについてブース来訪者に説明し

ました。説明会参加者はそれぞれ関心のある日l

イ本のブースを訪問し、団イ本の耳兄り組みやツアー

内谷などを例別に質問します。出展団体以外の

チラシや団体パンフレット等も設置し、参加者

が手に取って比較・検討できるようにしました。

また16: 30からは、ブースを訪れた印を集め

た参加者を対象に(l'.jqマイチケット提供によるパ

リj.3往復航空券やNGO団体などから提供され

たjillflの抽選会を実施しました。

[冬季 ・春季ツアー説明会]

16: 30-20・30 上記第2部の内容のみ実施

ブース出展団体

地主Rの友と歩む会、 ARBA、LOOB
]apan、アクセス、 ICYE]apan、アジア|
太平洋肢が|・文化の会、とも、 トランセン|

ド刷会、ニランジヤナセワ吋ンガ、 l

6FJ 
CIEE.凶l捺教育交換協議会、ジュ レーラ
ダック、ACE、プラピーダの会、ツナミ
クラフ 卜、 緑の地球ネ ットワーク、 Link'
森と水と人をつなぐ会、 NICE、CFF、マ
イチケット

計191守|イ本
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ニランジャナセワサンガ、ジュレーラダッ
ク、 ICYE]apan、アジアキリスト教教育
基金、ツナミクラフト、ウータン ・若手と
生活を考える会、ソムニード、シャプラ
ニール=市民による凶際協力の会、 1:1f-Il 
教育支援センタ 一、地球の友と歩む会、
アクセス、ARBA、CIEE、主主のj也実Eネッ
トワーク、 プラ ビーダの会、テラ ・ルネッ
サンス、NICE、マイチケッ ト

;lH8団体

-参加者の戸 ・得られた効果など

・海外でのボランティア活動をする_j-.で、のきっ

かけを作れたと思う。

・スタデイツアーの形や訪問先は多岐にわたる

のだとわかりました。

・スタデイツアーのことを全く知らずに米まし

たが、すごく 興味が持てました!

• f参加者が諮るス タデイツアーの魅力 ・体験
談」が、とても良かったです。スタデイツアー

に参加する ことはゴールではなく 、f始まりj

という言葉が印象的でした。

圃コーディ ネータ一所感

互の説明会では、スタデイツアーの企画者で

はなく参加者の視点での話題舵供を初めて試み

たと ころ、まだあまりスタデイツアーについて

イメージ.がない初心者府にはとても好評でした。

冬 ・春の説明会では、平日夕方の開催だとよ

り参加しやすいのではないかという ことで、日

程の設定を変更してみましたが、休日のほうが

参加者の反応はよかったようです。

スタデイツアーに興味がある参加者だけでは

なく、スタデイツアーを企画する側の団体同士

のネットワークづくりや、企画作りの参考にも

なるようで、 徐々 にl~ り組みが広がっていると

感じます。

今後は本学学生に限らず、他大学の学生にも

広く呼びかけ、参加してもらうことを目指して、

大学コンソーシアム京都とのコーデイネートや

他大学との協働を進めていきたいと思います。

企画名 タイトJレ 第1回AIDS文化フォーラム in京都の後援

報告者名 ヒギンズ 尚美(瀬間キャンパス コーデイネーター)

プレ講演会:2011年7月13日 (水) 1 7時30分~191時

/深草キャンパス3号館201教室
実施日/場所 フォーラム:2011年:10月1日 (土)12時30分~181時15分

2日 (日) 10時00~ 16時15分

/大宮キャンパス 東鍵 (トウコ ウ)

王 f佳
プレ講演会 :ボランティア ・NPO活動センター
フォ ーラム :AIDS文化フォーラム 111京都述包・委員会

参加人数 プレ講演会 : 約20~，/フォ ー ラム ・ 約 1.000名 ( 2 日 1111)

ボランテイア協力人数 学生スタッフ11人(深草5人/瀬田6人)

.経緋 ・目的

市民参画による市民向けフォーラムである

fAIDS文化フォーラムIn横浜」は1994年に発

足し、 全国各地でHIV/AIDSに取り組む同体・

桐人の発表 ・交流の場として、また、多くの市

民、特に若者に向けての啓発の場として定着し

ています。
プレ講演会の様子
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この取り組みの関西 ・西日本版として、「第

l回AIDS文化 フォーラム ln京都J(以下
「フォーラムJ)の開催が百十回され、フォーラム

の運営委員会(本学文学部卒業生を含む)から

本学に対して、フォーラムへの協力依頼があり

ました。

このフォーラムには、本学学生のボランティ

ア等での参加・協力も見込まれ、 I-IIV/ AIDS 
問題の啓発だけでなく、多様性の理解や人権・

共生について考える機会となり、それはボラン

ティア .NPO活動センターの活動趣旨ともつ

ながります。また、市民、若者(中高生含む)

等の来場が見込まれ、本学の施設に触れていた

だく機会となるとも考えられます。

そこで、本フォーラムに対 し、ボランティア-

NPO活動センターが学内の窓口として各種調

整や学内広報等を行うことになりま した。

フ才一ラムの様子

-概要

[プレ講演会}

O講師/内容 :
・京都第一赤十字病院 感染制御音1¥

大野聖子氏

「エイズに|刻する基礎知識や世界と日本のエ

イズの現状」

・赤十字ユースメンバー佐藤文究 氏他

「若者から若者への啓発(ピア ・エデユケー

ション)の重嬰性とフォーラム参加のH手びか

けJ
[フォーラム当日1
01日目
・開会式「なぜ、AIDS?なぜ文化?なぜ京都?J 
・全体会 「市民にぜひまnって欲しいセクシャリ
ティ ーの多様性について」

• HIV抗体検査
・テーマ別に13の分科会

02日目
・テーマ別に16の分科会

• 1砲谷大学アコースティックサークル 「音×音
(ネオン)によるバンド演奏

・全体会、閉会式

.参加者の声 ・得られた効果など

|プレ講演会参加者の声 | 
・エイ ズについて学習したことがあったので、

だいたい分っているつもりでしたが、今回の

誹?9i会で知らなかったことが多く、とても勉

強になりました。HIVについて、若者から
若者に啓発していくことは、とても大切だと

思いました。(学生)

• HIV感染者が特に関西で増えているという
事尖を今回知り鷲きました。ピアエデユケー

ションという言葉も初めて聞き、 すごく面白

いなと思いま した。(教職員)

|フォーラム当日ボランティア参加学生の声

• HIVやAIDSに|却する正しいまIJ識やそこか
ら派生した問題を知ることができてよかった0

.勉強になるお話を聞けて、充実していました。

悲本的にボランティアらしいことをあまりす

ることがなく、参加者として問いていたのが

大部分でした。フォーラムの感想としては、

AIDSの知識を改めて深めることができ、疑
1111に思っていたことも解決できたので、参加

してよかったです。展示などは時間]がない人

でも気軽にのぞけたようなので、次回行うと

きもあるといいのではないでしょう か。

{学内でのエイズ予防啓発キャンベーンへの協力]

12月11:1の世界エイ ズデーに、深草キャンパ

スにて本学保健管理センターがエイズ予防啓発

キャンペーンを行ないました。フォーラムにボ

ランティア協力した学生スタ ッフや、その他の

学生もボランテイアとしてチラシや啓発グッズ

などを配布しました。

また、京都府エイズ等予防啓発ボランティア

グループ 「紅紐」のスタッフが、エイ ズキャン

ペーンのシンボルであるレッドリボンのネイル

アートを実施し、多くの学生がブースを訪れま

した。

.コーデイネータ一所感

学生をはじめとする若者にと って、自身の身
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の回りや日常生活とも関連する興味深いテーマ

であり、さまざまな ことがHIV/AIDSと繋

がっていることを知る良い機会になったと感じ

ています。

しかしながら、プレ講演会に|期しては、フォー

ラム当日会場である大宮キャンパスではなく 、

学生数なども考慮して深草キャンパスで・行った

のですが、広報が行きj吊かず集客而でf庁ij批しま

した。参加した学生からは、とても良い!盛兎!を

得られた内容だったので、もっと多くの学生に

周知し、興味 ・関心、を持ってもらえるような広

報アプローチを考えていく必要があると改めて

感じました。

フォ ーラム当日に|則しては、運営委1.1の皆さ

んは普段医療関係や学校教育などに従併する方

が多いためか、 こういった市民前!助イベントの

述常ボランテイアに参加 した経験のある学生か

らは、いくつかの意見がありました。

本学:でImflllされる外部団体のフォ ーラムをセ

ンターが後援するのはここ数年なかった形式で

あり、今後も他の後援事業等を行う際は、実施

する側だけでなくボランティアとして参加する

側もやりがいを感じられるようなものを同指し

て、述iZ組織側との述絡を術にしていきたいと

思います。

企画名 タイ ト}~ JICA研修生へのセンタ一事業紹介

報告者名 ヒギンズ 尚美 (瀬田キャンパス コーデイネータ一)

実施日 2011年9月911 (金)12時30分-16時30分

場 所
センター紹介・大宮キャンパスij'f担問li

施設見学 ・交流会 :西本願寺、ノミ'日・キャンパス北校102・103教室

実施主体 特定非営利活動法人 関西NGO協議会

受入・協力 ボランティア .NPO活動センター

参加人数
研修生12人 (8か国:アフガニスタン、ジンパブエ、ソロモン、 トンガ、ハイ

チ、パキスタン、パプアニューギニア、東ティモール)、学生スタ ッフ10人

-経緯 ・目的

「スタデイツアー合同説明会J(P.58参!!のな
どでセンターと協力関係にある特定非常利活動

法人関西 ::-.lGO協議会は、 ]ICA大阪から途上

凶の研修生受け入れプログラム ffJICA-NGO

述携による実践的参加型コミュニティ開発

(A) J研修コースのコーデイネートを委託され
ています。

毎年、プログラムの中に国際協力や地域づく

り等に取り組む団体への訪問が組み込まれてお

り、今年度は関西NGO協議会から当センター

に訪問の依頼がありました。

センターの取り組みをより多くの機|剥や海外

にも知ってもらう一方で、研修生との交流を通

してセンターにとっても各国の地域総組などを

学ぶ良い機会になると与-えたため、本事業に協

力することになりました。

圃概 要

1.パワーポイントを似つてのセンターの概要
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説明と今まで実施してきた主主:事業の紹介

京H本大震災復興支援の取り組み (P.l3)

/子ども兵講演会 (2009年度)伏見区野

宿者支援プロジェクト (P.56)/大津祭

ボランティア (P.53)・丸出IIIJR}jJ占街夜

iliボランティア (P.50)

2.特定非営利活動法人アクセスによる問団体

の概要説明と事業の紹介

3.紹介したテーマに分かれ、研修生を交えて

グループデイスカッション

4.西本願寺拝観 ・見学

5. 日本文化 (煎茶)の体験

-参加者の戸 ・待られた効県など

i|則西NGO協議会の声 | 
研修貝たちは日本の学生と交流できたこと

や、西本願寺見学、煎茶体験の機会をいただけ

たことに喜んでおり、今後は11本の近代化や現

在の課題についても議論をしていきます。学生

のみなさんにしていただいた前助制介から、 こ

れからの研修で議論を深めていくべきポイン ト

を研修員もいくつか発見したようでした。

|学生スタッフの戸 | 
・短いl時1111でこんなに多くの外国の)Jとお話で

きたのは初めてでした。まだまだ外国のこと

や日本、自分たちの活動をわかっていないな

と実感しました。(法学部31"1'七)

-研修生の学ぶ意欲が高く、会話している中で

も日本訴について教えてくれと頼まれたりし

ました。また、付国吉長ではないのにスラスラ

英語を話すのを見てものすごく刺激を受け、

もっともっと英語を話せるようになりたいと

思いました。(国際文化学部2同生)

・自分たちが|剥わった企画についてふり返るこ

とができ、他の問題に対しでもな織を高める

こともできた良い機会となりました。(経済

学部4回生)

[大津祭の見学案内]

センターの取り組み紹介の"，で説明した大津

祭の本祭が研修生滞在中の10月9n (日)に実
施されるため、彼らにとっては日本文化に触れ

るのももちろんのこと、 本研修の趣宵でもある

市民の手で作り上げている地域行事を比学でき

る良い機会となると考えました。そこで、本行

事の外国観光客の通訳活動を何年行っている財

|司法人大津市凶際親善協会の通訳ボランティア

スタッフの協力を得て、大津祭を案内すること

になりました。

当日は、 研修生2!f，が学生スタッ フ5名と!丸
山巡行を見学:し、本学学生ボラ ンティアが!JL山

をヲ|く様子を応援しながら、曳山から投げられ

るお;をたくさんl収るなど楽しい時間を過ごして

もらえました。

圃コーデイネータ一所!必

研修生に紹介する事業内容は、それぞれ:tl[当

する学生スタッフが夏季休暇中にパワーポイン

トと英訳文の作成まで行いました。普段から学

内外へのセンター仏・却や活動目的の説明が蹴し

いと感じていますが、今回、自分たちの取り高Il

みを虫11らない人に対していかにわかりやすく、

さらに母話以外の言諜で説明するのが難しいか

を ~I'fi!惑しました。

また、紹介した事業の中でも、災害や貧困1111

組への取り組みに研修生の|剥心が高く、少T・b.4

齢化による地域や伝統行事の活性化は、他のIIIJ

組と比べて当初jは研修生の関心度が低かったよ

うに思います。もっと、今回の研修テーマであ

る「コミュニティ開発」の一つであるという視

点で、市民の手で作り上げていることを強調し

たプレゼンテーションをすべきだ、ったと気づく

ことができました。

そして、センターの一帯の目的である1"~{: 'I~. 

のボランティア促進を迎じた地域社会への口

献Jは、次一世代の市民社会の担い手を育成する
ことに繋がり、それがコミュニテイ開発におい

ても屯裂なポイントの一つであるということを

もっと伝えるべきだ.ったと感じています。

今後、学内外へセンターの紹介をする|按には、

この経験を生かして、よりわかりやすい伝えプj

をしていきたいと思っています。
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0その他の地域イベン卜などへの出展、協力
センターでは、これまで報告してきた事業以外に特に協)J与が必要と思われる イベン卜等へ11'，展、

協)Jを行いました。

.深草キャンパス

日時 ・場所 実施内谷など lλj 釘t匂r 

2011 {Io 9 )) 2411 (土)
12011年全IJ<j地域 ・'(.i:せ場・ 交流会の後援と施設の貸出 しを行った。また、

9 )) 25 11 (11) 
大 ':f'; キャンパス ~U0t

交流会」への共1m ボランティア募集及び広報協力をしました。

20]11ド10))211(ト1) 「稿社ボランテ ィア ・:tJ:協
ぅυ1:スタッフなどがポスターなどで、来日本大

みやこめっせ フェスタ」へのH¥J.昆
í}~~~ ~U 9\l文接についてのセンターの活動を'1'心
におi介しました。

門川j;(自11di長や地成住民の方に向けて、 本年:の
20 II {H 1 } ) 20 U ( LI ) 第50厄lおむすびミ ーティ 京11本大}Ji災復興支援にかかる取り組みを発表
7*1.!(キャンパス ングへの参加 し、地域防災についてのな見交換などを行いま

した。

2012iF 1 }) 14 n ( 1二)
第9回深草文化交流会へ

1m ImJU) IIlJ 中、東日本大山災復興支援活動に|剥す

1)) 161I(n)-27円(金)
る11長示宇I{{'，'を行うと共に、14日の深草文化交流

伏比区役所深草支所
の参加 会のイベントでは、学生スタッフがポランテイ

アとして館内案内などを行いました。

2012{1:: 1 H 16 U ()]) 
「防災とボランテ ィアJ週

fJUUI'i IVi :p，-が笑施したjJt都市役所内での 「防災

-1 H 20 LI (金)
とボランテイア」の展示に写点を提供し、当セ

点者11di役j好本町iロビー
間の展示に乃:11提供 ンターの見I~n本大浜災復興支援の取り組みをお{

介しました。

-瀬川キャンパス

1111寺・場所 実施内科など l人j 容

「おおっボランティア ・ili
学11:スタ ッフが、京1J-1正大混災復興支援に|則す

2011年11))l311 (1::1) 
民活動フェスタ2011Jへ

るイ正午:の取り組みや「ナカマチ商J8街土117il夜di
IY) H ff!1i.兵kilt 111九J;{IIIJJr大津祭J~trの情動内谷の展示およ

の11¥展
びセンターの活動を紺介しま した。

ボ11本人;民災復興支援ボランティア第4阿の参
201l{n2)) 8 11 (木) エフエム滋賀 ラジオ収 加ρ;:;/1:.が、活動を通して!長じたことについてイ
エフエムi註'(1 ま菜 ンタビューを受け、12J-J15口 (木)に放送され

ました。

学生スタ ッフおよび来日本大震災復興支援ポラ

2012年2)111円(二七)
ンテイア第5回の参加学生が、 NHK大津肱送

NHK大i'lt肱送局
防災ラジオ滋j'i2012への山 応および他 FM局合同ラジオ生放送の番組で、

特設スタジオ
ij買 *"本大震災を通してり刈J'.]の地域防災について

考え、 他の参加者やゲス トの方と意見を交わし

ました。

深草:深草文化交流会の犠子 瀬田:おおっボランティア・市民活動フェスタの織子
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